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2 2012年7月号

の
低
名
山
山
開
き
も
継
続
し
ま
す
。

地
域
の
活
性
化
事
業

地
域
で
未
活
用
の
資
源
（
栗
・
竹
の

子
や
休
耕
田
）
を
活
用
す
る
た
め
、
地

域
の
団
体
と
協
力
し
、
視
察
研
修
、
講

習
会
、
試
食
会
な
ど
を
行
い
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
元
気
を
取
り
戻
し
て
い
き
ま

す
。

高
塚
山
の
眺
望
復
活
事
業

高
塚
山
の
雑
木
を
伐
採
し
て
か
つ
て

の
眺
望
を
取
り
戻
し
、
ハ
イ
カ
ー
を
増

や
す
こ
と
で
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し

ま
す
。

遊
休
地
で
コ
ツ
コ
ツ
小
遣
い
稼
ぎ
事
業

「
安
房
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
」
沿
い
の

大
貫
区
共
有
地
（
千
倉
地
区
）
で
食
用

ナ
バ
ナ
を
栽
培
し
ま
す
。
通
行
客
に
摘

み
取
り
体
験
や
販
売
を
行
い
、
遊
休
地

の
活
用
と
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

広
げ
よ
う
理
解
の
輪
│
気
に
な
る
子
ど
も
た

ち
を
温
か
く
支
え
育
む
地
域
づ
く
り
事
業

啓
発
用
小
冊
子
の
配
布
や
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
の
自
主
上
映
会
、
子
ど

も
た
ち
の
作
品
展
、
４
グ
ル
ー
プ
親
子

交
流
会
な
ど
に
よ
り
、
発
達
障
害
児
を

理
解
し
温
か
く
支
え
育
む
地
域
を
つ
く

り
ま
す
。

房
州
低
名
山
で
「
婚
活
ハ
イ
キ
ン
グ
」

事
業房

州
低
名
山
を
婚
活
の
で
き
る
山
と

し
て
全
国
に
ピ
ー
ア
ー
ル
し
、
若
い
男

女
の
出
会
い
の
場
と
な
る
婚
活
ハ
イ
キ

ン
グ
を
行
い
ま
す
。
10
月
第
１
土
曜
日

市
民
の
皆
さ
ん
が
取
り
組
ん
で
い
ま
す

提
案
型
ま
ち
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
の
活
動
団
体
決
定

２
団
体

（
補
助
金
上
限
　
５
万
円
）

11
団
体

（
補
助
金
上
限
　
30
万
円
）

あ
わ
発
達
障
害
児
応
援
団
　

〝
た
か
ら
ば
こ
〞

ｏ
ｉ
オ
ー
イ

元
気
会

低
名
山

ひ
く
め
い
ざ
ん

倶
楽
部

大
貫
春は

る

菜な

会

高
塚
山
望
活

ぼ
う
か
つ

ク
ラ
ブ



境
を
保
全
し
、
災
害
時
の
避
難
場
所
、

地
域
住
民
が
憩
い
交
流
す
る
場
と
し
て

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

地
域
活
性
化
と
移
住
促
進
を
目
的
と
し

た
豊
か
な
自
然
の
中
で
の
「
居
場
所
」

づ
く
り

古
民
家
と
菜
園
を
活
用
し
た
移
住
促

進
窓
口
や
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
自
然
農
園
づ
く
り

支
援
や
古
民
家
修
復
な
ど
に
取
り
組
み
、

Ｉ
Ｔ
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
カ
メ
ラ
に
よ
る
記
録
宣

伝
を
し
ま
す
。

千
倉
を
「
花
と
ハ
ー
ブ
の
ま
ち
」
に
！

休
耕
地
を
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
と
し
て
整

備
し
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
し
ま
す
。
ハ
ー

ブ
に
よ
る
美
容
と
健
康
づ
く
り
な
ど
を
推

進
し
、
地
域
の
交
流
の
場
を
つ
く
る
こ
と

に
よ
り
地
域
を
活
性
化
し
ま
す
。

ｐ
ｒ
ｅ
‐
ｃ
ｏ
ｔ
ｔ
ｏ
ｎ

ｉ
ｎ

Ａ
Ｗ

Ａ
（
安
房
に
お
け
る
木
綿
以
前
の
こ
と
）

千
倉
金
比
羅
山
地
域
創
生
事
業

金
比
羅
山
か
ら
千
倉
の
町
並
み
が
一

望
で
き
る
よ
う
整
備
し
ま
す
。
自
然
環
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房
州
地
布
の
縞
帳

し
ま
ち
ょ
う
展
示
や
県
内
巡
回

展
を
企
画
。
延
喜
式

え
ん
ぎ
し
き

を
も
と
に
し
た
安

房
の
繊
維
、
染
色
研
究
や
漁
師
網
の
技

法
に
よ
る
ハ
ン
モ
ッ
ク
づ
く
り
、
職
能

民
、
渡
職
人
の
研
究
と
公
開
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

河
川
の
簡
易
水
質
調
査
お
よ
び
子
ど
も

た
ち
に
よ
る
水
辺
の
生
物
調
査
事
業

（
第
２
年
次
）

市
内
を
流
れ
る
主
要
９
河
川
の
上
下

流
地
点
で
定
期
的
に
水
質
検
査
を
実
施

し
ま
す
。
夏
休
み
に
は
、
子
ど
も
た
ち

と
水
辺
の
生
き
物
観
察
会
、
２
月
頃
に

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

「
観
音
山
を
里
山
に
！
」

〜
環
境
整
備

と
里
山
と
し
て
の
利
用
促
進
〜

遊
歩
道
の
設
置
、
木
や
草
花
の
植
栽

な
ど
を
行
い
環
境
を
整
備
し
ま
す
。
観

音
山
を
新
旧
住
民
の
交
流
の
場
と
し
て

親
し
ま
れ
る
里
山
に
す
る
た
め
、
各
種

行
事
を
実
施
し
ま
す
。

竹
燈
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
竹
燈
づ
く
り
体

験
お
よ
び
竹
の
有
効
活
用
研
究

市
内
道
の
駅
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
８

月
５
日
（
日
）
に
夕
涼
み
竹
燈
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。
水
仙
ま
つ
り

（
１
月
中
旬
）
で
は
、
竹
燈
づ
く
り
体
験

と
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。
竹
の

有
効
活
用
を
研
究
し
ま
す
。

市
民
協
働
課
　
蕁
33
│
１
０
０
５

問

公開プレゼンテーションの様子

あ
わ
コ
ッ
ト
ン
ク
ラ
ブ

１
／
ｆ

エ
フ
ぶ
ん
の
い
ち
計
画

市
部
い
ち
ぶ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム

南
房
総
エ
コ
ネ
ッ
ト

ハ
ー
ブ
ち
く
ら

南
房
総
エ
コ
・
ク
リ
ー
ン

千
倉
金
比
羅

こ
ん

ぴ

ら

山
地
域
創
生
会

公開プレゼンテーションには、たくさんの人が参加しました

Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ

エ

コ

ム

竹
燈

ち
く
と
う

一
人
一
人
が
エ
コ
・
贔
屓
ひ
い
き

家
庭
の
生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る
講
習

会
や
支
援
活
動
、
生
ご
み
堆
肥
を
使
っ

た
休
耕
田
の
活
性
化
や
、
側
溝
・
河

川
・
海
の
浄
化
活
動
を
行
い
ま
す
。
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小
林
　
勝
彌

公
選

柴
山
　
春
雄

公
選

穗
積
　
一
男

公
選

青
木
　
敏
夫

議
会
推
薦

明
石
　
勇
夫

公
選

川
嵜
　
堯

公
選

会
長
職
務
代
理
者

能
重
　
錦
一
郎

公
選

内
房
地
区

農
地
部
会
長
職
務
代
理
者

三
堀
　
哲
生

公
選

渡
邉
　
公
明

公
選

任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
会
委
員
選

挙
が
４
月
15
日
（
日
）
に
告
示
さ
れ
、
27

人
が
無
投
票
で
当
選
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
農
協
推
薦
委
員
１
人
、
共

済
推
薦
委
員
１
人
、
土
地
改
良
区
推
薦
委

員
１
人
、
市
議
会
推
薦
委
員
４
人
が
選
任

さ
れ
、
新
し
い
農
業
委
員
34
人
が
決
定
し

ま
し
た
。

任
期
は
３
年
間
（
平
成
24
年
５
月
３
日

か
ら
平
成
27
年
５
月
２
日
ま
で
）
で
す
。

富
浦
地
区
（
３
人
）

富
山
地
区
（
６
人
）

内
房
地
区

農
地
部
会
長

加
藤
　
義
明

公
選

軽
込
　
孝

議
会
推
薦

川
名
　
守

共
済
推
薦

農
政
部
会
長
職
務
代
理
者

小
島
　
修
巳

公
選

杉
田
　
一
雄

公
選

西
原
　
哲

公
選

三
芳
地
区
（
６
人
）

千
倉
地
区
（
６
人
）

宇
山
　
久
男

公
選

木
曽
　
貴
夫

公
選

会
長

鈴
木
　
重
和

公
選

石
井
　
吉
夫

土
地
改
良
区
推
薦

川
名
　
紀
夫

公
選

農
政
部
会
長

込
山
　
巖

公
選

白
浜
地
区
（
３
人
）

農
業
委
員
会
委
員
紹
介
　
（
地
区
別
・
五
十
音
順
　
敬
称
略
）
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５
月
16
日
（
水
）
に
開
か
れ
た
第
１
回

行
政
連
絡
協
議
会
で
役
員
の
選
出
が
行
わ

れ
、
会
長
に
丸
淳
さ
ん
、
副
会
長
に
生
稲

元
昭
さ
ん
、
会
計
に
高
橋
常
男
さ
ん
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

連
絡
協
議
会
で
は
、
行
政
区
へ
の
運
営

交
付
金
の
交
付
、
行
政
区
か
ら
の
要
望
書

の
受
付
、
行
政
区
役
員
へ
の
感
謝
状
の
交

付
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
防
災
マ
ッ
プ
の
配
布
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

役
員
紹
介
（
敬
称
略
）

行
政
連
絡
協
議
会
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た

各
地
区
代
表
行
政
連
絡
員

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

富
浦
地
区

生
稲
元
昭
（
深
名
）
／
柴
山
正
光
（
南

無
谷
）
／
福
原
賢
太
郎
（
原
岡
）

富
山
地
区

川
名
新
太
郎
（
山
田
）
／
工
藤
　
翼

（
市
部
）
／
高
橋
文
夫
（
合
戸
）

三
芳
地
区

石
井
久
隆
（
府
中
）
／
三
幣
二
男
（
増

間
）
／
溝
口
陸
雄
（
山
名
）

白
浜
地
区

鈴
木
重
和
（
本
郷
）
／
宇
山
久
男
（
小

戸
）
／
小
谷
　
孝
（
根
本
）

千
倉
地
区

高
橋
常
男
（
千
田
）
／
早
川
秀
夫
（
寺

庭
）
／
堀
内
　
寛
（
平
舘
）
／
加
藤
喜

代
志
（
大
貫
）
／
志
村
喬
義
（
白
子
）

丸
山
地
区

丸
　
　
淳
（
西
原
）
／
岡
田
　
眞
（
丸

本
郷
）
／
笹
子
幹
夫
（
安
馬
谷
）

和
田
地
区

加
藤
禎
久
（
白
渚
）
／
小
宮
康
夫
（
小

浦
）
／
石
井
賢
爾
（
中
）

総
務
課
　
　
蕁
33
│
１
０
２
１

問

坂
本
　
文
藏

公
選

堀
江
　
貞
夫

公
選

渡
辺
　
愼
一

議
会
推
薦

亀
田
　
明
男

公
選

菰
岡
　
亨

公
選

外
房
地
区

農
地
部
会
長

鈴
木
　
義
宗

公
選

田
中
　
光
則

公
選

丸
山
地
区
（
７
人
）

野
宮
　
紀
昭

農
協
推
薦

御
子
神
　
博

公
選

山
口
　
英
夫

議
会
推
薦

小
泉
　
義
宣

公
選

外
房
地
区

農
地
部
会
長
職
務
代
理
者

三
浦
　
俊
雄

公
選

水
嶋
　
誠
二

公
選

和
田
地
区
（
３
人
）

農
業
委
員
会
事
務
局

蕁
33
│
１
０
８
１

問

会　長
丸　　淳

丸山地区（西原）

副会長
生稲元昭

富浦地区（深名）

会　計
高橋常男

千倉地区（千田）



一
般
行
政
職
（
初
級
）

採
用
予
定
人
数

２
人

受
験
資
格

昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

で
、
学
歴
を
問
わ
な
い
。

南
房
総
広
域
水
道
企
業
団
業
務
課

蕁
０
４
７
０
―
82
―
５
６
５
１

消
防
職

採
用
予
定
人
数

６
人

受
験
資
格

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

で
、
学
歴
を
問
わ
な
い
。

身
体
資
格

①
視
力

矯
正
視
力
1.0
以
上

②
聴
力
・
言
語
お
よ
び
運
動
機
能

消
防
職
務
遂
行
上
支
障
の
な
い
こ
と

安
房
郡
市
消
防
本
部
総
務
課

蕁
22
―
２
９
０
２

問 問

一
般
行
政
職
（
初
級
）

採
用
予
定
人
数

４
人

受
験
資
格

昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

で
、
学
歴
を
問
わ
な
い
。

土
木
技
術
職
（
初
級
）

採
用
予
定
人
数

１
人
（
水
道
業
務
）

受
験
資
格

昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

で
、
学
歴
を
問
わ
な
い
。

保
育
士
職

採
用
予
定
人
数

２
人

受
験
資
格

昭
和
52
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
者
で
、
保
育
士
お
よ
び
幼
稚
園

教
諭
の
資
格
を
有
す
る
者
ま
た
は
平
成
25

年
３
月
31
日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の

者
。
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南
房
総
市
、
南
房
総
広
域
水
道
企
業
団
、

安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
で
は
、

平
成
25
年
度
採
用
予
定
の
職
員
採
用
試
験

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

試
験
日

１
次
試
験
　
９
月
16
日
（
日
）

２
次
試
験
　
11
月
予
定

１
次
試
験
合
格
発
表

10
月
26
日
（
金
）

申
込
書
な
ど
の
請
求
先

南
房
総
市
総
務

課
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
、
地
域
セ
ン
タ

ー
、
南
房
総
広
域
水
道
企
業
団
業
務
課
、

安
房
郡
市
消
防
本
部
総
務
課
で
配
布
し
ま

す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

受
付
期
間

７
月
24
日
（
火
）
か
ら

８
月
10
日
（
金
）
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
、
８
月
10
日
（
金
）
ま

で
の
消
印
が
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付

け
ま
す
。
締
切
日
直
前
は
、
速
達
で
送

っ
て
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所

南
房
総
市
総
務
課

※
南
房
総
広
域
水
道
企
業
団
職
員
は
、
南

房
総
広
域
水
道
企
業
団
業
務
課
で
受
け

付
け
ま
す
。
消
防
職
は
、
安
房
郡
市
消

防
本
部
総
務
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

幼
稚
園
教
諭
職

採
用
予
定
人
数

１
人

受
験
資
格

昭
和
52
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
者
で
、
幼
稚
園
教
諭
お
よ
び
保

育
士
の
資
格
を
有
す
る
者
ま
た
は
平
成
25

年
３
月
31
日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の

者
。

診
療
放
射
線
技
師
職

採
用
予
定
人
数

１
人

受
験
資
格

昭
和
42
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
者
で
、
診
療
放
射
線
技
師
の
資

格
を
有
す
る
者
ま
た
は
平
成
25
年
３
月
31

日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
者
。

総
務
課

蕁
33
│
１
０
２
１

問

南
房
総
市
・
南
房
総
広
域
水
道
企
業
団
・
安
房
消
防

職
員
募
集

募
集
職
種

南
房
総
市
職
員

南
房
総
広
域
水
道
企
業
団
職
員

安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
職
員
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商
工
観
光
課
に
６
月
か
ら
消
費
生
活
相

談
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

相
談
員
は
、
毎
週
２
日
間
（
土
日
・
祝

日
を
除
く
）
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま

で
消
費
者
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
電
話

で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

・
サ
ラ
金
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
の
多
重
債
務

・
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
（
解
約
）

・
悪
質
商
法
に
よ
る
被
害

・
購
入
し
た
商
品
へ
の
苦
情

７
月
の
相
談
日

12
日（
木
）・
18
日（
水
）・

25
日（
水
）・
27
日（
金
）

※
相
談
日
は
、
広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
お
知

ら
せ
版
に
掲
載
し
ま
す
。

少
子
化
・
高
齢
化
の
波
は
、
南
房
総
市
に

も
及
ん
で
い
ま
す
。
単
身
世
帯
の
割
合
が
増

え
る
一
方
で
、
昔
な
が
ら
の
ご
近
所
付
き
合

い
は
減
っ
て
き
て
お
り
、
生
活
で
困
っ
た
こ

と
が
あ
っ
て
も
、
相
談
相
手
が
な
か
な
か
見

つ
か
ら
な
い
状
況
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
と
き
、
消
費
生
活
相
談
を
ご
利
用
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

「
消
費
生
活
相
談
で
は
、
ど
ん
な
相
談
を

受
け
て
く
れ
る
の
か
」
こ
の
よ
う
な
疑
問

を
お
持
ち
の
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ

う
。
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
消
費
者
と
は
ど
う
い
う
人

を
指
す
の
か
。
難
し
く
考
え
れ
ば
い
ろ
い

ろ
な
議
論
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
一
般
的

に
は
、
個
人
の
生
活
の
た
め
に
消
費
す
る

目
的
で
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
す
る

人
を
消
費
者
と
い
い
ま
す
。

そ
し
て
、
消
費
者
と
事
業
者
（
生
産
者

や
販
売
者
）
と
の
間
で
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
消
費
者
問
題
で
す
。

「
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
が
、
業

者
に
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
に
、
必
要
の
な
い

品
物
を
大
量
に
買
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
な

ん
と
か
な
ら
な
い
か
」

「
見
知
ら
ぬ
業
者
か
ら
請
求
書
が
送
ら

れ
て
き
た
が
、
払
う
必
要
が
あ
る
の
か
」

「
貸
し
金
業
者
か
ら
の
生
活
費
の
借
り

入
れ
が
だ
い
ぶ
増
え
て
し
ま
っ
た
の
だ
が
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
」

こ
の
よ
う
な
相
談
は
、
す
べ
て
消
費
者

問
題
と
い
え
ま
す
。
消
費
生
活
相
談
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
消
費
者
と
し
て
問
題
に

直
面
し
た
と
き
に
、
相
談
を
受
け
る
窓
口

で
す
。

消
費
生
活
相
談
員
は
、
も
ち
ろ
ん
万
能

の
問
題
解
決
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
場
合

に
よ
っ
て
は
、
ほ
か
の
専
門
機
関
を
紹
介

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
何
よ
り
も
相

談
者
ご
自
身
に
、
問
題
解
決
に
向
け
て
の

主
体
的
な
取
り
組
み
を
お
願
い
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
一
人
で
悩
む
こ
と
は
得
策
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
信
頼
で
き
る

相
談
相
手
を
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
相
談
相
手
の
一
人
と
し
て
、
消
費
生

活
相
談
員
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

こ
ん
な
に
う
れ
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

商
工
観
光
課
　

蕁
33
―
１
０
９
２

消
費
生
活
相
談
窓
口
専
用

蕁
33
―
４
３
０
０

問

多
重
債
務
や
契
約
な
ど

消
費
生
活
相
談
に
応
じ
ま
す

消費生活相談員　鬼形
おにがた

耕介
こうすけ

さん

消
費
生
活
相
談
員
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

お
電
話

く
だ
さ
い
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国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
が
病
気
や

け
が
を
し
た
時
に
、
医
療
費
を
負
担
す
る

大
切
な
制
度
で
す
。

納
め
ら
れ
た
保
険
税
は
、
国
な
ど
の
補

助
金
と
合
わ
せ
て
、
医
療
費
、
出
産
育
児

一
時
金
、
葬
祭
費
な
ど
の
給
付
費
用
に
な

り
ま
す
。

納
税
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す

７
月
に
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書

を
郵
送
し
ま
す
。

年
度
の
途
中
で
世
帯
内
の
異
動
や
所
得

の
変
動
な
ど
が
あ
り
、
税
額
が
変
わ
っ
た

場
合
は
、
変
更
納
税
通
知
書
を
郵
送
し
ま

す
。保

険
税
は
、
世
帯
ご
と
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
世
帯
主
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
で
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合

で
も
、
世
帯
主
が
納
税
義
務
者
に
な
り
ま

す
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
で
き
ま
す

平
成
24
年
度
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
税

を
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
（
納
付
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
は
、
納

税
通
知
書
の
裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
）。バ

ー
コ
ー
ド
の
印
字
が
な
い
も
の
や
、

納
期
限
を
過
ぎ
た
も
の
な
ど
、
コ
ン
ビ
ニ

で
使
用
で
き
な
い
納
付
書
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

次
の
条
件
を
満
た
す
世
帯
主
は
、
保
険

税
が
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
天
引
き
）
さ

れ
ま
す
。

特
別
徴
収
の
納
税
通
知
書
は
、
８
月
に

郵
送
し
ま
す
。

特
別
徴
収
さ
れ
る
条
件

①
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
で
あ
る
こ
と

②
世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
全
員

が
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

③
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金
が
年

額
18
万
円
以
上
で
あ
り
、
国
民
健
康

保
険
税
と
介
護
保
険
料
を
合
わ
せ
た

額
が
、
年
金
受
給
額
の
２
分
の
１
を

超
え
な
い
こ
と

※
特
別
徴
収
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
口

座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
険
年
金
課
　
蕁
33
│
１
０
６
０

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

※住民税の課税対象所得とは内容が違います（基礎控除以外の扶養控除、社会保険料控除などが控除され
　ません）。 
※所得割額の対象となる所得は、前年中（平成23年1月から12月）の所得です。 

■ 国民健康保険税の計算方法 

・市全体で１年間に必要 
  とされる医療費 
・後期高齢者支援金 
・介護納付金 

平成24年度の税率 

 

均等割　24,300円×加入人数 
平等割　一世帯あたり20,300円 
所得割　（加入各人の前年所得－基礎控除330,000円）×6.29％ 

均等割　12,700円×加入人数 
所得割　（加入各人の前年所得－基礎控除330,000円）×2.32％ 

均等割　14,000円×加入人数 
所得割　（加入各人の前年所得－基礎控除330,000円）×2.03％ 

国
民
健
康
保
険
税 

医 療 分 

介 護 分 

後期高齢者 
支援金分 

最高限度額 
51万円 

最高限度額 
14万円 

最高限度額 
12万円 

○病院の窓口に支払う一部負担金 
○国・県・市などからの負担金など － ＝ 市全体の１年間の 国民健康保険税 

　国民健康保険税は、医療分（医療給付費分）・後期高齢者支援金分・介護分の合計です。 
　後期高齢者支援金分は、後期高齢者医療制度を支援します。介護分は、40歳以上65歳未満の人の
介護保険料です。 
　市全体で１年間に必要とされる医療費などが毎年変わるため、税率も毎年増減します。 
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国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

前
年
中
の
所
得
が
一
定
の
基
準
以
下
の

場
合
、
国
民
健
康
保
険
税
の
均
等
割
額
と

平
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

軽
減
の
対
象
は
、
申
告
さ
れ
た
所
得
額

に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
所
得
状
況
が
不

明
だ
と
軽
減
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
所
得
が

無
い
場
合
で
も
申
告
が
必
要
で
す
。

離
職
し
た
人
の
軽
減
制
度

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、
平
成
21

年
３
月
31
日
以
降
に
倒
産
、
解
雇
な
ど
で

離
職
し
た
65
歳
未
満
の
人
が
、
雇
用
保
険

の
手
続
き
に
よ
り
認
定
さ
れ
た
場
合
、
国

民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

軽
減
の
概
要

平
成
22
年
度
以
降
の
国
民
健
康
保
険
税

に
つ
い
て
、
離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る
月

か
ら
離
職
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
末

ま
で
の
間
、
前
年
の
給
与
所
得
を
１
０
０

分
の
30
と
し
て
計
算
し
ま
す
。

離
職
し
た
人
以
外
の
被
保
険
者
の
所
得

は
軽
減
さ
れ
ま
せ
ん
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

印
鑑
・
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
者
証

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
事
前
に
受
給
資
格
者
証

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
）

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を

郵
送
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
の
有
効

期
限
は
、
７
月
31
日
（
火
）
ま
で
で
す
。

対
象
者
に
は
、
新
し
い
受
給
者
証
を
７

月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
８
月
１
日

（
水
）
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
70
歳

以
上
75
歳
未
満
の
人

負
担
割
合

前
年
の
所
得
に
よ
っ
て
、
２
割
負
担

（
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
は
１
割
）
ま
た

は
３
割
負
担

国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証
の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
で
す

入
院
や
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
た
と

き
に
限
度
額
適
用
認
定
証
を
提
示
す
る
と
、

窓
口
で
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
に
な
り
ま
す
。

認
定
証
の
有
効
期
限
は
、
７
月
31
日

（
火
）
ま
で
で
す
。
引
き
続
き
認
定
を
受
け

た
い
人
や
、
新
た
に
認
定
証
の
交
付
を
受

け
た
い
人
は
、
保
険
年
金
課
、
朝
夷
行
政

セ
ン
タ
ー
、
地
域
セ
ン
タ
ー
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

保
険
証
、
印
鑑
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
人
で
過
去
１
年
間
の
入
院
が
90
日
を
超

え
て
い
る
場
合
は
、
入
院
日
数
を
証
明
す

る
も
の
（
領
収
書
な
ど
）。

※
国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
が
あ
る
場
合

は
、
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

雇用保険の特定 
受給資格者 

雇用保険の特定 
理由離職者 

倒産、解雇などの事 
業主都合によるもの 

雇用期間満了などに 
よるもの 

23・33・34

11・12・21・22・ 
31・32

種　　類 離職理由 雇用保険の受給資格者証 
の該当する理由コード 

軽減対象者 

国民健康保険税の納め方
納付場所
市役所窓口（本庁、朝夷行政センター、地域センター）、金

融機関、ゆうちょ銀行（郵便局）、コンビニエンスストア
平成24年度の納期限
１年間の国民健康保険税を８回に分けて納めていただきま

す。１回に納付する額は、１か月分ではありません。

安心・便利な口座振替を利用しましょう
納税を口座振替にすると、指定口座から自動的に引き落とさ
れ、納め忘れがありません。一度手続きをすると、翌年以降も
継続されます。
預貯金通帳、届出印、納税通知書を持って、口座振替を希望
する金融機関で申し込んでください。

※納期限までに納付されないと、延滞金を納めていただく場
合があります。

期 別 納　期　限 

１期 7月31日（火） 

2期 8月31日（金） 

3期 10月　1日（月） 

4期 10月31日（水） 

期 別 納　期　限 

5期 11月30日（金） 

6期 12月25日（火） 

7期 1月31日（木） 

8期 2月28日（木） 
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※
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
に
は
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
が
交
付
さ
れ
、

入
院
し
た
時
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

年
齢
に
よ
る
所
得
区
分
ご
と
に

交
付
さ
れ
る
認
定
証

新
し
い
保
険
証
は
、
黄
色
で
す
。

現
在
の
保
険
証
（
青
色
）
の
有
効
期
限

は
、
７
月
31
日
（
火
）
ま
で
で
す
。

７
月
中
旬
に
新
し
い
保
険
証
を
郵
送
し

ま
す
。
８
月
１
日
（
水
）
か
ら
、
黄
色
の

保
険
証
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
負
担
す
る
一

部
負
担
金
の
割
合
は
、
前
年
の
所
得
に
よ

っ
て
判
定
さ
れ
ま
す
。
保
険
証
が
届
き
ま

し
た
ら
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

有
効
期
限
が
切
れ
た
青
色
の
保
険
証

は
、
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

入
院
や
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
た
と

き
に
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
を
提
示
す
る
と
、
窓
口
で
の
支
払
い

が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
、
入
院

し
た
と
き
の
食
事
代
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

認
定
証
が
交
付
さ
れ
て
い
る
人
で
今
年

度
も
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
に
は
、
保

所　得　区　分 交付される認定証 

70
歳
未
満
の
人 

70
歳
以
上
の
人 

上位所得者 
（基礎控除後の総所得600万円以上の世帯） 

一般 
（上位所得者以外の住民税課税世帯） 

住民税非課税世帯　※ 

限度額適用認定証 

限度額適用認定証 

限度額適用・標準負担額減額認定証 

交付される認定証はありません 
（高齢受給者証で適用されます） 

限度額適用・標準負担額減額認定証 住民税非課税世帯　※ 

一定以上所得者 
（高齢受給者証「3割」負担の人） 

一般 
（一定以上所得者以外の住民税課税世帯） 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

険
証
に
同
封
し
て
新
し
い
認
定
証
を
郵
送

し
ま
す
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
で
新
た
に
認

定
証
の
交
付
を
受
け
た
い
人
は
、
保
険
年

金
課
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
、
地
域
セ
ン

タ
ー
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
認
定
証
は

申
請
し
た
月
の
初
日
か
ら
有
効
で
す
。

同
封
の
納
付
書
か
、
口
座
振
替
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。

※
今
ま
で
窓
口
払
い
や
口
座
振
替
で
、
平

成
24
年
４
月
１
日
時
点
で
老
齢
年
金
な

ど
が
年
額
18
万
円
以
上
あ
り
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
と
介
護
保
険
料
を
合

わ
せ
た
額
が
年
金
受
給
額
の
２
分
の
１

を
超
え
な
い
人
は
、
10
月
以
降
年
金
天

引
き
に
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

10
月
以
降
の
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
る

保
険
料
の
お
知
ら
せ
で
す
。
窓
口
で
納
め

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

保
険
年
金
課
　
蕁
33
│
１
０
６
０

問

８月１日から黄色の保険証を使ってください

見 本

新
し
い
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
に
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を

交
付
し
ま
す

保
険
料
の
納
入
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す

窓
口
払
い
、
口
座
振
替
の
人
は
７
月
中
旬

に
郵
送
し
ま
す

年
金
天
引
き
の
人
は
８
月
上
旬
に
郵
送
し

ま
す
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65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は
、
今

後
３
年
間
に
市
で
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
用
か
ら
算
出
し
た
「
基
準
額
」
を
も
と

に
、
所
得
に
応
じ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
介
護
保
険
料
額
決
定
通

知
書
を
７
月
中
旬
（
特
別
徴
収
の
人
は
７

月
下
旬
）
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

納
付
方
法

特
別
徴
収

年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受
給
し
て

い
る
人
は
、
年
金
の
支
払
い
の
際
に
介
護

保
険
料
が
あ
ら
か
じ
め
差
し
引
か
れ
ま

す
。

普
通
徴
収

年
度
の
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た
人
や
、

ほ
か
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
人
、
年

金
の
年
額
が
18
万
円
未
満
の
人
は
、
市
が

郵
送
し
た
納
付
書
か
、
口
座
振
替
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
を
利
用
す
る
場

合
は
、
預
貯
金
通
帳
、
届
出
印
、
納
付
書

を
持
っ
て
、
指
定
の
金
融
機
関
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

普
通
徴
収
の
納
期
が
変
わ
り
ま
す

こ
れ
ま
で
は
、
４
月
と
６
月
に
仮
の
金

額
で
保
険
料
の
納
付
を
お
願
い
し
、
年
間

保
険
料
が
決
定
し
て
か
ら
、
再
度
納
入
通

知
書
を
発
送
し
て
い
ま
し
た
。
今
年
度
か

ら
、
納
入
通
知
書
は
７
月
の
１
回
の
み
送

付
し
、
納
期
も
７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で

の
年
８
回
に
変
わ
り
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
で
き
ま
す

７
月
に
発
送
さ
れ
る
介
護
保
険
料
納
入

通
知
書
（
普
通
徴
収
）
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
で

納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

納
入
通
知
書
が
期
別
ご
と
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。
納
付
す
る
際
は
、
期
別
を
間
違

え
な
い
よ
う
確
認
し
て
く
だ
さ
い
（
納
付

で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
は
、
納
入
通
知
書
の
裏

面
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
）。

コ
ン
ビ
ニ
で
使
用
で
き
な
い
納
付
書

・
バ
ー
コ
ー
ド
の
印
字
が
な
い
も
の

・
金
額
を
訂
正
し
た
も
の

・
再
発
行
さ
れ
た
納
付
書
や
督
促
状

※
こ
の
よ
う
な
納
付
書
の
場
合
は
、
市
役

所
窓
口
（
本
庁
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
、

地
域
セ
ン
タ
ー
）
ま
た
は
、
取
扱
可
能

な
金
融
機
関
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
支
援
課

蕁
36
│
１
１
５
２

問

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料

平成24年度から平成26年度までの介護保険料 

所得段階区分 

普通徴収の納期 

1期 

7月 

2期 

8月 

3期 

9月 

4期 

10月 

5期 

11月 

6期 

12月 

7期 

1月 

8期 

2月 

対　　象　　者 保険料年額 

第１段階 

第２段階 

第３段階 

第４段階 

第５段階 

第６段階 

第７段階 

第８段階 

29,400円 

29,400円 

44,100円 

51,200円 

58,800円 

65,900円 

73,500円 

88,200円 

①生活保護を受給している人 
②世帯全員が市町村民税非課税で、老齢福祉年金を受けている人  

世帯全員が市町村民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額 
の合計が80万円以下の人 

世帯の誰かに市町村民税が課税されているが、本人は市町村民税非課税 
で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が80万円以下の人 

世帯の誰かに市町村民税が課税されているが、本人は市町村民税非課税 
で、第4段階以外の人（基準額） 

本人に市町村民税が課税されていて、前年の合計所得金額が125万円を超 
え190万円未満の人 

本人に市町村民税が課税されていて、前年の合計所得金額が190万円以上の人 

本人に市町村民税が課税されていて、前年の合計所得金額が125万円以下の人 

世帯全員が市町村民税非課税で、第２段階以外の人 

特別徴収（年金天引き）の納入月 
 

4月 

仮徴収 

6月 8月 10月 

本徴収 

12月 2月 
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健康保険の種類によって対象者が決められている健診

健康保険の種類に関係なく受けられる健診（検診）

平成24年度　総合検診の日程

検診が始まります
胃がん検診　前立腺がん検診　肝炎ウイルス検診―

健康支援課健康支援課    蕁 36 36－11521152健康支援課  蕁 36－1152

問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

対　象　者 健診の種類 料　　金 健診内容 

特定健康診査 

後期高齢者健康診査 

40歳から74歳までの 
南房総市国民健康保険加入者 

身体計測、血圧測定、尿検査、血液検査、 
医師の診察など 

身体計測、血圧測定、尿検査、血液検査、 
医師の診察など 

後期高齢者医療制度加入者 

600円 

無　料 

※生活保護を受給している40歳以上の人で、健康診査（血液検査）を希望する場合はお問い合わせください｡ 

対　象　者 料　　金 健診（検診）内容 

結核・肺がん検診 

 
胃がん検診 

40歳以上の人 胸部エックス線検査 
＊総合検診会場以外に地区を回ります｡ 

40歳以上の人 

無　料 

900円 バリウムによるエックス線検査 

前立腺がん検診 50歳以上の男性 300円 PSA検査（血液検査） 

肝炎ウイルス検診 40歳の人  ※1 500円  ※2 C型肝炎抗体・B型肝炎抗原検査（血液検査） 

※２　検診対象者のうち、今年度40歳・45歳・50歳・55歳・60歳・65歳・70歳になる人は無料です｡ 
※１　41歳から75歳までの人で、平成14年度から平成23年度に肝炎ウイルス検診を実施していない人も対象です｡ 

健診（検診）の種類 

と　き ところ 対象地区 

8月23日（木） 

24日（金） 

28日（火） 

29日（水） 

30日（木） 

31日（金） 

9月 4日（火） 

5日（水） 

6日（木） 

7日（金） 

11日（火） 

12日（水） 

13日（木） 

14日（金） 

千倉 
保健センター 

とみうら 
元気倶楽部 

和田 
地域福祉 
センター 

白間津、大川、千田、平磯 

川口、忽戸、蓮台枝、平舘 

寺庭、北千倉、谷津 

南千倉、岡瀬田、大貫、川戸、宇田、上瀬戸 

下瀬戸、椎木原 

牧田、白子、川合、久保 

南無谷、豊岡 

原岡 

多田良、青木 

深名、福澤、宮本、大津、手取、居倉、丹生 

花園、柴、和田 

仁我浦、小浦、真浦、白渚 

下三原、中三原、松田、海発 

沼、小川、下区、中区、上区 

と　き 対象地区 ところ 

9月18日（火） 

19日（水） 

20日（木） 

21日（金） 

25日（火） 

26日（水） 

27日（木） 

28日（金） 

10月2日（火） 

3日（水） 

4日（木） 

5日（金） 

10日（水） 

11日（木） 

12日（金） 

14日（日） 

白浜 
フローラル 
ホール 

富山ふれあい 
スポーツ 
センター 

丸山体育館 

三芳 
保健福祉 
センター 

乙浜、塩浦、名倉、原、小戸 

下沢、青木、島崎 

東横渚、西横渚、川下 

本郷、砂取、根本 

久枝、市部 

竹内、高崎、小浦 

平久里中、山田、荒川、井川、二部、検儀谷 

合戸、宮谷、吉沢、平久里下、犬掛 

石堂、珠師ケ谷、石神、前田、丸本郷、石堂原、川谷、御子神 

加茂、宮下、大井、丸山平塚 

白子、安馬谷、峰、真野、古川 

沓見、岩糸、西原、小戸 

増間、上滝田、下滝田、千代、三坂、上堀 

下堀、川田、明石、本織、府中 

池之内、中、御庄、山名、大学口、山下 

谷向、海老敷 

検診日の約3週間前に個人票を郵送します｡
※混雑を避けるために対象地区を決めてありますが、都合の良い日に受診してください｡個人票が届く前に別の地区で
受診したい人や、転居などがあり通知が届かない人は連絡してください｡

受付時間　午前7時から午前9時まで

健康管理のため
検診を受けましょう
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生活習慣病は、特に自覚症状がありません｡35
歳から年に1回は健診を受けて、身体チェックを
しましょう｡
対象者 昭和48年4月1日から

昭和53年3月31日までに生まれた人
※加入している健康保険の種類に関わらず受診で
きます｡
と　き 10月 9日（火） 7:00～ 9:00

10月14日（日）10:00～10:30
ところ 三芳保健福祉センター
健診内容 身体計測・血圧測定・尿検査・血液検査
料金 1,200円
申込期限 8月22日（水）

総合検診で行う特定健康診査を都合で受けられ
ない人は、次の医療機関で受診できます｡
期　間 7月17日（火）から11月22日（木）まで
医療機関 安房地域医療センター、富山国保病院
自己負担金 800円
申込期限 11月8日（木）
※75歳以上の後期高齢者医療制度加入者の健診は、
集団健診のみです｡
※短期人間ドックの費用助成を受ける人は、対象
になりません｡
※事前に申し込みが必
要です｡申し込みの際
に、住所・氏名・生
年月日・保険証の番
号・受診予定月を確
認します｡

特定健康診査
施設に入所している人や、人間ドックの助成を

受ける人などを除いた対象者に個人票などを郵送
します｡
特定健康診査は医療保険者の義務として実施さ

れるため、市の国民健康保険以外の医療保険（協
会けんぽ、組合健保、共済組合、国保組合など）
に加入している人は対象になりません｡実施方法
など詳しくは、加入している医療保険に確認して
ください｡
後期高齢者健康診査
平成24年8月23日時点で満75歳を迎える人、昨

年度健康診査を受診している人に個人票などを送
付します｡これ以外の人で、健康診査を希望する
場合は連絡してください｡生活習慣病などで治療
や検査を受けている人は対象外です（主治医の勧
めがあれば受診することができます）｡
申込期限 8月10日（金）
結核・肺がん検診、胃がん検診、前立腺がん
検診、肝炎ウイルス検診
検診登録制度で登録のある人（平成23年度に受

診した人を含む）へ問診票などを郵送します｡登
録していない人で受診を希望する人は、連絡して
ください｡
申込期限 8月10日（金）
生活機能評価
生活機能評価は、総合検診と同時に実施しない

ようになりました｡
今年度はモデル地区として、富山・白浜地区の

皆さんを対象に実施します（該当者には、8月頃
通知します）。ほかの地区については、来年度以
降実施する予定です｡

日曜日も総合検診を行います

10月14日（日） 三芳保健福祉センター
平日、仕事などで都合のあわない人は、ぜひご利用ください。

―特定健康診査　後期高齢者健康診査　結核・肺がん検診

8月23日（木）から総合

健診（検診）の通知を郵送します 生活習慣病予防健診

特定健康診査の施設健診
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親子で苗さし

功労者表彰を受賞した柴野さん

元気にびわを販売する富浦小学校６年生

幼稚園で絵本の読み聞かせを体験する研修員

６
月
１
日
（
金
）、
長
野
県
松
本
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
た
関
東
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
研
究
大
会
で
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

の
柴
野
文
雄
さ
ん
（
富
浦
地
区
）
が
関
東

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
功
労
者
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

柴
野
さ
ん
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
歴

38
年
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
で

も
楽
し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振

興
に
尽
力
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

６
月
８
日
（
金
）、
と
み
う
ら
枇
杷
倶

楽
部
で
富
浦
小
学
校
の
６
年
生
38
人
が
、

び
わ
の
販
売
を
体
験
し
ま
し
た
。

特
設
さ
れ
た
販
売
所
で
子
ど
も
た
ち

は
、「
み
ん
な
で
一
生
懸
命
つ
く
り
ま
し

た
」「
無
農
薬
で
安
全
で
す
」「
お
い
し
い

で
す
よ
。
ぜ
ひ
、
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
」

と
元
気
に
呼
び
込
み
を
し
ま
し
た
。
に
ぎ

や
か
な
販
売
所
に
、
観
光
客
も
笑
顔
で
立

ち
寄
り
び
わ
を
購
入
し
て
い
き
ま
し
た
。

富
浦
小
学
校
児
童
は
び
わ
の
栽
培
に
も

か
か
わ
っ
て
お
り
、
４
月
に
は
袋
か
け
、

販
売
前
に
は
、
び
わ
の
収
穫
と
パ
ッ
ク
詰

め
も
体
験
し
ま
し
た
。

５
月
28
日
（
月
）
か
ら
６
月
１
日

（
金
）
ま
で
の
５
日
間
、
今
年
度
新
規
に

採
用
さ
れ
た
国
家
公
務
員
３
人
を
研
修

員
と
し
て
市
役
所
に
受
け
入
れ
ま
し
た
。

研
修
員
た
ち
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
活
動
や
道
の
駅
で
の
商
品
販
売
体

験
、
幼
稚
園
や
保
育
所
で
の
保
育
体
験
、

有
害
鳥
獣
駆
除
の
状
況
観
察
な
ど
、
現

場
で
の
作
業
を
中
心
と
し
た
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
受
講
。
最
終
日
に
は
、
市
の

新
規
採
用
職
員
と
意
見
交
換
会
を
行
い

ま
し
た
。

現
場
の
声
を
直
接
聞
き
、
地
方
の
実

情
を
学
ん
だ
研
修
員
た
ち
。
今
回
の
体

験
を
生
か
し
、
今
後
は
国
家
的
視
野
で

仕
事
を
行
い
ま
す
。

６
月
７
日
（
木
）、
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
公

園
近
く
の
畑
で
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ほ
の
ぼ
の
に
遊
び
に
来
る
親
子
15
組
38
人

と
丸
山
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
16
人
が
、

「
紅
あ
ず
ま
」
の
苗
さ
し
を
行
い
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
は
、
休
耕
地
だ
っ

た
畑
の
開
墾
か
ら
畝
上
げ
ま
で
、
大
型
農

業
機
械
を
使
い
環
境
を
整
え
ま
し
た
。

秋
に
は
、
さ
つ
ま
い
も
堀
り
と
み
ん
な

で
食
べ
る
焼
き
い
も
の
会
が
あ
り
ま
す
。

４
０
０
本
の
さ
つ
ま
い
も
の

苗
さ
し
を
行
い
ま
し
た

関
東
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会

功
労
者
表
彰
を
受
賞

び
わ
の
販
売
体
験

国
家
公
務
員
を
研
修
員
と
し
て

受
け
入
れ
ま
し
た

ま
ち
の
話
題
　
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
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地球温暖化のような地球全体の問題から身近なごみ問題まで、環境問題は私たちの生活に深
く関係があります｡地球環境を守ることの大切さに気づき、意識を高めていくことを目的とし
て環境標語を募集します｡
対　　象 中学生以上の市民、市内に在勤・在学している人
内　　容 節電、省エネルギ―、地球温暖化防止、ごみの減量化・資源化など、環境問題や

環境保全に関すること（俳句や川柳などでも構いません）｡
期　　限 8月31日（金）まで（必着）
応募方法 下の応募用紙または任意の様式に必要事項を記入し、環境保全課、朝夷行政セン

ター、地域センターに設置した回収箱に入れるか、ファクス、電子メール、郵送
（官製はがき可）で送ってください。応募は1人1点までで、未発表作品に限ります｡

表彰・作品発表
最優秀賞1人、優秀賞3人、優良賞5人
入賞者には、表彰状と副賞（図書カード）を差し

上げます｡
入賞は、10月に個人通知し、広報紙などでお知

らせします｡
入賞作品は、「エコ★ニュース」や「エコライフ

カレンダー2013年版」に掲載、公共施設に展示す
るなど環境保全活動に広く活用します｡
応募・問い合わせ
〒299-2492 南房総市富浦町青木28番地
南房総市環境保全課
蕁 33－1053 FAX 20－4597
電子メール　kankyo@city.minamiboso.chiba.jp

環　境　標　語　　　応　募　用　紙　（応募用紙記入の仕方は16頁）

氏　　　名 

住　　　所 〒 

電 話 番 号  

標　　　語 

標語の理由 
（内容説明） 

年　　齢 歳 

ふ 　り 　が 　な 

切 り 取 り 線

Ｎo.60

エコ★ニュースエコ★ニュース
環境保全課  蕁 33－1053

 

環 境 標 語 を 募 集 し ま す

『節電だ！　力をあわせて　大きな力！』
【今月の環境標語】平成23年度環境標語コンテスト優良賞　　　　

和田中学校１年　闍地杏里さんの作品
＜標語の趣旨＞ １人で節電するよりも、みんなで節電する方が大きな節電になると

思ったから。

エコライフカレンダー2012年版
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環境標語　応募用紙記入の仕方（募集要項は15頁）

環境標語の一例　『一人ひとりが　できることから　はじめよう』
（理由） 節電や省エネ対策など、私たち一人ひとりが意識を持って行

動することで大きな効果が生まれると思うから｡

＜必要事項＞
①氏名・ふりがな　②住所　③電話番号　④年齢　⑤標語　⑥標語の理由(内容説明)を記入してください｡
※必要事項の記入がない場合は審査の対象になりません｡ご注意ください｡
※応募者の個人情報は、作品の審査と結果発表などを行うために使用し、目的以外には使用しません｡

地球温暖化の防止と再生可能エネルギーの導入促進を図るため、住宅用の太陽光発電設備を設置する
人に、補助金を交付します｡
●申請期限 平成25年1月15日（火）
●対象となる設備
・住宅の屋根などへの設置に適しているもの｡
・一定の品質および性能が確保されており、(財)電気安全環境研究所(JET)の認証を受け、(財)太陽光発
電協会太陽光発電普及拡大センター(J-PEC)に登録しているもの｡
・対象設備による発電量のうち、余剰電力を電力会社へ送電できるように連系させているもの｡
・太陽電池の最大出力(太陽電池モジュールの公称最大出力)の合計値が10キロワット未満のもの｡
・未使用品のもの｡
●補助金額
太陽電池最大出力1キロワット当たり20,000円
※上限は70,000円です｡1,000円未満の端数は切り捨てとなります｡
【計算例】1枚あたり183ワット(0.183キロワット)の太陽電池モジュール(パネル)を22枚設置する場合
最大出力の計算 0.183キロワット×22枚＝4.026≒4.03キロワット(小数点以下第3位を四捨五入)

最大出力4.03キロワットとなります｡
補助金の計算 20,000円×4.03キロワット＝80,600円　　

補助金額は、上限の70,000円となります｡
●補助対象者
・市内に住所が有る人または、実績報告書の提出までに市内に住所
が有る人｡
・自ら居住または居住を予定している一戸建て住宅（店舗などとの
併用住宅を含む）に使用するために設置する人｡
・実績報告書の提出までに電力会社と電力受給契約を契約する人｡
・市税などに滞納がない人｡
●補助金交付手続きの流れ
①交付申請書に必要書類を添えて環境保全課に提出してください｡
②書類審査後、交付決定通知書を郵送します｡
③工事完了後、30日以内または、平成25年2月28日(木)のいずれか早い日までに、実績報告書と必要
書類を環境保全課に提出してください｡
④書類審査後、確定通知書を郵送します｡
⑤確定通知書を受領後、交付請求書を環境保全課に提出してください｡
工事着工前に交付申請を行い、交付決定通知を受けてから設置工事を実施してください｡
申請書は、環境保全課、市のホームページにあります｡
※詳しくは、市のホームページをご覧いただくか、環境保全課にお問い合わせください｡

太陽光発電設備の設置費用の一部を補助します

切 り 取 り 線



１
７
６
４
万
１
千
円

・
富
山
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
の
フ
ッ
ト
サ
ル
場
設

置
な
ど
社
会
体
育
施
設
の
改

修
　
　
　
５
１
１
万
３
千
円

財
政
課
　

蕁
33
│
１
０
２
２

宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町

村
の
明
る
く
住
み
よ
い
街
づ
く

り
に
使
わ
れ
ま
す
。

賞
金

・
１
等
、
前
後
賞
合
わ
せ
て
５

億
円

・
２
０
０
０
万
サ
マ
ー
は
、
１

等
２
０
０
０
万
円
が
４
５
０

本
発
売
終
了

７
月
27
日
（
金
）

発
売
単
価

１
枚
３
０
０
円

抽
選
日

８
月
７
日
（
火
）

問
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平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
第
１
号
が
、
６
月
議
会
定

例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
歳

入
と
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
４
３
７

３
万
１
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
は
、
２
１
５
億
４
５
７
３

万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容

・
東
日
本
大
震
災
復
興
基
金
の

積
み
立
て
　
１
４
０
０
万
円

・
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

の
設
置
　
４
１
９
万
５
千
円

・
一
般
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備

の
導
入
補
助

２
１
０
万
円

・
自
給
飼
料
生
産
拡
大
の
た
め

の
農
家
の
共
同
利
用
機
械
整

備
に
対
す
る
補
助

４
１
６
万
９
千
円

・
市
内
の
小
中
学
校
な
ど
に
災

害
対
策
用
の
携
帯
電
話
を
設

置
　
　
　
　
　
１
７
４
万
円

・
富
山
幼
保
一
体
化
施
設
の
設

計
業
務
委
託
な
ど

一
般
会
計
補
正
予
算
第
１

号
が
可
決
さ
れ
ま
し
た

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

（
２
０
１
２
年
市
町
村
振
興

宝
く
じ
）

情報推進課　蕁 33－1003問

公衆無線ＬＡＮ「フリースポット」設置
市役所や公共施設を利用する皆さんの情報収集手段として、パソ

コンやスマートフォンでインターネット接続ができる公衆無線ＬＡ
Ｎ「フリースポット」を設置しました｡
接続には、メールでの認証が必要です｡無線ＬＡＮ機能があるパ

ソコンやスマートフォンなどを持参してください｡
このマークが目印です

お
し
ら
せ

今月の 今月の 

お知らせ お知らせ 
6月26日（火）に実施されました
●市役所の夏期節電対策
● 公共施設に公衆無線ＬＡＮ「フリースポット」を設置（下段に関連記事）
●「道の駅ローズマリー公園活性化事業」起工式

6月定例記者会見

資料は、市のホームページでご覧
いただけます。

検索 南房総市／定例記者会見 

クリック 

利用できる場所 時　間 

南房総市役所本館（1階ロビー） 

南房総市役所別館1（1階ロビー） 

とみうら元気倶楽部 

富山地域センター（1階ロビー） 

南房総市役所三芳分庁舎 

三芳農村環境改善センター（1階ロビー） 

白浜地域センター（1階ロビー） 

8:30～17:15 

8:30～17:15 

9:00～22:00 

8:30～22:00 

8:30～17:15 

9:00～22:00 

8:30～17:15

利用できる場所 時　間 

白浜公民館（1階ロビー） 

朝夷行政センター（1階ロビー） 

南房総市図書館 

千倉保健センター（1階ロビー） 

南房総市役所丸山分庁舎（1階ロビー） 

丸山公民館（1階ロビー） 

和田地域センター（1階ロビー） 

9:00～22:00 

8:30～17:15 

9:00～17:00 

9:00～22:00 

8:30～17:15 

9:00～22:00 

8:30～22:00



地
元
漁
業
へ
の
就
業
相
談
に
、

県
水
産
担
当
職
員
、
漁
業
者
な
ど

が
応
じ
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

・
７
月
25
日
（
水
）

８
月
10
日
（
金
）

と
み
う
ら
元
気
倶
楽
部

・
８
月
27
日
（
月
）

安
房
合
同
庁
舎

・ホームページアドレス
http://www.city.minamiboso.chiba.jp
・Twitter(ツイッター)アドレス
http://twitter.com/minamiboso_koho
・Facebook（フェイスブック）アドレス
http://www.facebook.com/minamibosocity
・千葉テレビ県内市町村情報
http://www.chiba-tv.com/shicho/
（千葉テレビデータ放送でも情報が見られます）

南房総市
安全安心メール
配信登録
QRコード※

※ 登録は初めに空メールを
送信してください
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た
公
開
講
座
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
ま
す
。

と
き

８
月
11
日
（
土
）

と
こ
ろ
　
千
倉
保
健
セ
ン
タ
ー

■
公
開
講
座
　
「
タ
タ
ラ
と
房
総

の
産
鉄
伝
承
」

講
師

館
山
市
文
化
財
審
議
会

委
員
　
田
村
　
勇
さ
ん

時
間

午
後
１
時
30
分
か
ら

午
後
３
時
ま
で

参
加
費

１
０
０
円

（
資
料
代
）

申
し
込
み

不
要

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
古
代
の
機
で
布
を
織
る
」

時
間

午
後
３
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で
　

参
加
費

１
５
０
０
円

（
材
料
費
を
含
む
）

定
員

15
人

申
し
込
み

参
加
を
希
望
す
る

人
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

あ
わ
コ
ッ
ト
ン
ク
ラ
ブ

事
務
局
　
笠
井
　

蕁
FAX
44
│
１
７
８
０

問

と
き

10
月
28
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら

※
試
験
会
場
は
、
受
験
票
に
記
載

し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象

保
健
・
福
祉
・
医
療
分
野

で
一
定
期
間
以
上
実
務
経
験
が
あ

る
人

申
し
込
み

県
社
会
福
祉
協
議
会

に
簡
易
書
留
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
、
健
康
支
援
課
、

市
民
課
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
、

地
域
セ
ン
タ
ー
、
市
社
会
福
祉
協

議
会
に
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限

７
月
25
日
（
水
）

（
当
日
消
印
有
効
）

県
社
会
福
祉
協
議
会

介
護
支
援
専
門
員
養
成
班

蕁
０
４
３
│
２
０
４
│
１
６
１
０

古
代
の
職
能
民
を
テ
ー
マ
と
し

問

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

安
房
に
お
け
る
木
綿
以
前
の

こ
と
〜
古
代
の
職
能
民
〜

漁
業
就
業
相
談
会

今月の 今月の 

お知らせ お知らせ 
携　帯
サイト

広　告

鋸南病院鋸南病院 鋸南病院 診療のご案内 

☆午後も診療しております。 
☆眼科は水曜午前のみ診療 
☆各種健康診断・予防接種も行っております。 

安房郡鋸南町保田359
TEL 0470-55-2125

午
前 

午
後 

月 火 水 木 金 
内科 
外科 
眼科 
総合 

生津・安達 
金親 
　 

金親 

金親 
清野 
　 

清野 

金親・安達 
清野 
馬場 

石井 

金親・安達 
今村 
　 

石井 

金親・安達 
石渡(整形)

石渡(整形) 
･東邦大 外来 

広　告

広　告

診療時間 
9：30～17：30

休  診  日 
水・土・日・祝 

イボ・ほくろの除去、眼瞼下垂手術 
　　　（美容目的を除く） 

○各種保険取扱い 

医療レーザー脱毛 …わき1回3,900円 
しみ取りレーザー（Qスイッチレーザー）…21,000円（2袱まで） 

クリニーク・デル・マーレ館山
形成外科・美容外科・美容皮膚科形成外科・美容外科・美容皮膚科

クリニーク・デル・マーレ館山

館山市西川名1277－1　TEL　0470-29-1900
ホームページアドレスが新しくなりました　新アドレス http://prs.is-mine.net

保険診療 

自費診療 

そ
う
だ
ん

ぼ
し
ゅ
う

お
し
ら
せ



岩
井
の
海
を
彩
る
花
火
大
会

を
開
催
し
ま
す
。
約
３
０
０
０

発
の
花
火
を
打
ち
上
げ
る
予
定

で
す
。

と
き

８
月
５
日
（
日
）

午
後
７
時
30
分
か
ら

午
後
８
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ

岩
井
海
岸
中
央
付
近

（
Ｊ
Ｒ
岩
井
駅
か
ら
徒
歩
10
分
）

観
光
協
会
岩
井
支
部

蕁
57
│
２
０
８
８

問

時
間

午
後
１
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で

費
用

無
料

申
し
込
み

不
要

館
山
水
産
事
務
所

蕁
22
│
５
７
６
１

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
一

日
楽
し
め
る
お
ま
つ
り
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

と
き

７
月
29
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

と
こ
ろ

市
役
所
三
芳
分
庁
舎

駐
車
場
、
三
芳
小
学
校
前
の
市

道内
容

屋
台
・
神
輿
み
こ
し

、
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
、
和
太
鼓
、
チ
ア

ダ
ン
ス
が
大
集
結
。

縁
日
コ
ー
ナ
ー
や
飲
食
売
店
な

ど
、
多
数
の
出
店
も
あ
り
ま
す
。

地
域
づ
く
り
協
議
会

「
み
よ
し
」
事
務
局
　

蕁
36
│
１
１
８
５

問 問

192012年7月号

千
倉
町
を
通
る
国
道
に
沿
っ
た
、
白
間
津
と
大
川
の
境
界
線
の
上
に
、

『
黒
星

こ
ろ
ぼ
し

』
と
呼
ば
れ
る
岩
が
あ
り
ま
す
。

地
元
の
人
の
話
に
よ
り
ま
す
と
、
昔
は
黒
星

く
ろ
ぼ
し

と
呼
ん
だ
そ
う
で
す
が
、

い
つ
の
頃
か
訛な

ま

っ
て
今
の
名
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

そ
の
岩
は
、
二
坪
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
で
、
一
見
普
通
の
岩
と
何
ら
異

な
る
と
こ
ろ
の
な
い
岩
で
す
が
、
大
昔
起
き
た
大
き
な
地
震
の
と
き
、

高
塚
山
か
ら
転
げ
落
ち
た
も
の
の
よ
う
だ
と
い
う
の
で
す
。

黒
星
は
西
の
方
が
え
ぐ
れ
て
空
洞
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
昔
は
そ

の
前
に
、
よ
く
線
香
や
飯め

し

、
餅も
ち

な
ど
を
供
え
る
人
が
い
ま
し
た
。
で
も

そ
の
と
き
、
黒
星
を
撫な

ぜ
た
り
、
黒
星
に
寄
り
掛
か
っ
た
り
す
る
者
は

一
人
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
は
地
元
の
人
た
ち
が
、「
黒
星

に
触
れ
て
は
な
ら
な
い
。
触
れ
れ
ば

必
ず
祟た

た

り
が
あ
る
」
と
い
う
タ
ブ
ー

（
禁
忌

き
ん
き

）
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

ど
う
し
て
黒
星
の
岩
に
触
れ
て
は
い

け
な
い
こ
と
に
な
っ
た
の
か
は
、
誰

に
も
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
恐
ら
く
、

こ
の
岩
が
転
落
し
た
と
き
、
多
く
の

人
を
圧
殺
し
た
た
め
で
は
な
い
か
と

想
像
さ
れ
て
い
ま
す
。

第75話
生稲謹爾

「黒星」

ま
ほ
ろ
ば
夢
楽
む

ら

ま
つ
り

岩
井
海
岸
納
涼
花
火
大
会

も
よ
お
し

黒星と呼ばれる岩

水道水の放射能量測定結果
総人口（－30） 
42,183人 

男（－18） 
20,286人 
女（－12） 
21,897人 
世帯数（－9） 
17,130世帯 

出生 18人 

死亡 55人 

転入 77人 

転出 70人 

人口の動き （平成24年7月1日現在） 
（　）内は前月比 

採取日 6月26日
採取場所 南房総広域水道企業団大多喜浄水場

市内3か所の浄水場
放射性セシウム 不検出

水道課（小向浄水場） 蕁 47－2771問

岩井海岸道路の一部を通行止めにします



20 2012年7月号

※
広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

へ
お
願
い
し
ま
す
。

有
料
広
告

広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
７
月
号

平
成
24
年
７
月
12
日
発
行

発
行
　
南
房
総
市
　
〒
２
９
９
―
２
４
９
２

千
葉
県
南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28
番
地

編
集
　
情
報
推
進
課
　
蕁

０
４
７
０
│
33
│
１
０
０
３

FAX

０
４
７
０
│
20
│
４
５
９
６

房総半島最南端「野島埼灯台」 

朝日輝き訪れた旅人が元気の出る南房総市 

市
民
活
動
団
体
の
紹
介
篷丸山地域センター花壇に集合した

「てんとう虫」の皆さん

〜
て
ん
と
う
虫
〜

代
表
　
御
子
神
美
江
子
　
会
員
７
人

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
地
域
の
市
民
活
動
団
体
を
応
援

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
地
域
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
団

体
を
ご
存
じ
で
し
た
ら
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
協
働
課
　
蕁

33
│
１
０
０
５

み
ん
み
ん
ネ
ッ
ト
ア
ド
レ
ス

http://civil.m
boso-etoko.jp/

「
て
ん
と
う
虫
」
は
、
平
成
12
年
頃
か
ら
活
動
し
て
い

る
団
体
で
す
。

主
な
活
動
は
、
丸
山
地
区
石
堂
の
国
道
４
１
０
号
沿
い

に
設
置
し
た
花
壇
や
丸
山
地
域
セ
ン
タ
ー
の
花
壇
な
ど
に

花
を
植
栽
す
る
こ
と
で
す
。

メ
ン
バ
ー
は
、
近
所
の
主
婦
７
人
で
す
。「
て
ん
と
う

虫
」
の
名
称
は
、
花
に
つ
く
害
虫
を
食
べ
て
く
れ
る
ナ
ナ

ホ
シ
テ
ン
ト
ウ
の
背
中
に
星
が
７
つ
あ
る
こ
と
か
ら
名
付

け
ま
し
た
。

み
ん
な
で
集
ま
り
、
最
近
の
出
来
事
な
ど
を
お
し
ゃ
べ

り
し
な
が
ら
、
花
を
種
か
ら
ポ
ッ
ト
で
育
て
、
花
壇
に
植

え
、
草
取
り
な
ど
の
作
業
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

活
動
を
通
し
て
、
み
ん
な
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
れ
る
こ
と
が
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
植
栽
し
た
花
壇
の

横
を
通
学
し
て
い
る
小
学
生
た
ち
か
ら
、「
お
花
を
植
え

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
時
は
、
こ

の
活
動
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
な
と
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。気

が
付
け
ば
、
10
年
以
上
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
１

年
で
も
長
く
活
動
で
き
る
よ
う
、
楽
し
み
な
が
ら
作
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

国道410号沿いの花壇

南房総南房総ファミリアクリニック 南房総南房総ファミリアクリニック 南房総ファミリアクリニック 

詳細情報詳細情報はHPHPもしくはお電話電話にてお問い合わせください 詳細情報はHPもしくはお電話にてお問い合わせください 

南房総ファミリアクリニック 検索 
蕁 04700470－2020－61716171
南房総市本織南房総市本織4343－1
蕁 0470－20－6171
南房総市本織43－1

内　科（月～土曜日） AM 9：00～12：00 
PM 2：30～  6：00

AM 8：40～11：30 
 AM 9：00～12：00 
PM 1：00～  3：00

小児科・皮膚科 
  （火・水・金・土曜日） 
整形外科 （毎週木曜日） 

診療のご案内 


